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祖　納
　rhanaburuNNa
rk‘addiNNa
rk‘gtt3iNNa
「i彗uNNa
　r？utt’uNNa
　rhatt3iNNa
rk‘aNNa
「t’u球Na
khaLnnaNixTa
KmLmmuN．Na
Kt‘uLtt3iNNa
ritt’iKNNa
r？unnaifaANNa
rnnftiixNNa
「su臥噸a
kaしrnmiNNa
rk‘aNNiixNNa
「m画u氏NNa
　r？u’giXNNa
rtSiNNa
reuNNa
rnaNNa
rhaNNa
Kk‘iLNNa
kt‘aLNNa
kmiLNNa
KhaLNNa
rwaixNNa
（12頓からつづく）する佳用村石原方言では，金体が平板に発音される。
　④Kを付した音節の短い母音は半長である。また，「2音節名詞」3・4・5
類型の語は，単独の場合，第2音節の母音がやや上昇約であり，またやや長い。
　なお，この方言では，［p〕，［t］，［k］，［s］，［∫］，〔t∫］，〔r〕，〔m〕，［1］な
どの子音が語末に立ちうる◎
　⑤　「慰。海・船・今日・影」の型は，単独の場合う！・2類と同様に発音さ
れることもある。
　⑦kで記したものは，わずかな下降を示す。
　⑧仲宗根政善氏の稿本「今帰仁村与那嶺方君集（徳川宗賢氏の写本による）
収録の語を表記のみ音素表記（服部博士のものに従う）に変えたものである。
　⑩　「1・2音節名詞」の1・2類の型は第2モーーラ以下がやや低く発畜され
ることがある。
　⑪「1・2音節名詞」の1・2類の型は，第1モーラにstressがあり，第
2モーラはやや低い。また，第3モーラ（助詞）は第1モーーラと同じくらいの
高さになることがある。
　⑫被調査者の発音では，「2音節名調」eま単独では型の区別がない。
　⑬首里の士族の：方言である。「2音節名詞」1・2類の型に鉛直が付いた場
合にも，第1モーラにややstressがある。
　「2音節名詞」4・5類のうち，第1音節が長音化されない語には次のよう
なものがある。
　4類：F？atu〈跡〉．　Y？awa〈粟〉．　F？Nni〈稲〉，　Rumi〈海〉．　Fkasa〈笠〉，トk：asi
〈糟〉．トkata〈肩〉，トCUU〈今吾〉．トsiru〈汁〉．　Yzita〈下駄に対応〉，婁izi〈筋〉，
1－ziN〈銭〉，　Ftani〈男根，種に対応〉．トnee〈苗〉，卜huka〈他〉など。
　5類：ト？asi〈汗〉，ト？ami〈繭〉，トkazi〈蔭（ただしトkaag三の形もある）〉，トkutuu
〈i琴〉，1－giju〈露〉．トhwaru〈春（：交：語的）〉，「giLru〈鶴〉，’”？aしci〈秋（：交語的）〉など。
　同じく4・5類で第1音節が長くなる語には次のようなものがある。
　4類：F？iici〈息〉，ト？iiCU〈絹の意〉，ト？iiCUU〈糸〉，ト？uuku〈爽〉，ト？uubi〈帯〉，
トsuura〈先，梢などの意。控1に討応？〉，ト照aka〈中〉，←haas圭〈箸〉，随aai〈針〉，
F？uu睾i〈臼〉，トmaagi〈松〉など。
　5類＝トkaagi〈影〉，トsaaru〈猿〉，トmuuku〈婿〉，ト’uuki〈桶〉など。
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　そのほか，首里方言で第1音節が長く，内地方書や沖縄本島以外の方雷で短
い形で現われる語には次のようなものがある。
　ト？iibi〈指〉，　Fkaain三〈tt’・〉，　Fkaamii〈亀〉，　卜kuui〈∫i養裡〉，　トkuuga〈坦口〉，　トkuugi
〈陰毛〉，トkuusju〈古酒〉，　Fkuubu〈昆獅〉，　guuhuくこぶ〉，トtaagUくたこ，水桶〉，
Ydaagu〈だんご〉，トtaabi〈足袋〉，　Fciiba〈牙〉，←caaNくちゃぼ〉，卜diigu〈婚期〉，
Ftiida〈太陽〉，トtiiru〈籠の一種〉，｝多aasju〈座主〉，トsaazi〈鷺〉，トsii多a〈晃，年上〉
卜一siisi〈獅子〉，　ト婁ii婁i〈煤〉，　トnaagU〈名子〉，　トnaabi〈鍋〉，　トnuusi〈主〉，　Fnuuriくこ
け〉，トnuuru〈祝女，のろ〉，｝baaN〈番〉，トbiiru〈海掛〉，トh］aaku〈百〉，トhwiiza
〈嚢〉，トhwiibu〈蛇〉．卜hwiiraくへら〉．　lthuugi〈よもぎ，九州方書などの「ふつ」に対
応〉，Fmaai〈毬〉，　Fmaaku〈幕〉，　Fraaaml〈豆〉，　Fmuutu〈元〉，ド3aasi〈棚子〉，
F’jaadu〈宿〉，ドluuci〈よき，斧〉，　FiiN〈縁側〉，ト’wiiri〈襟に対応〉，ト’uui〈叛〉，
’uusa〈をさがまち〉，’UUN〈斧〉など。
　⑭被調査者の発音では助詞が付かない場合に区別がないばかりでなく，助
詞が付いた場合の「2音節名詞」の1・2類型と3類型との匿別も失われつつ
あるように見受けられた。
　⑯被調査老は廃藩のころ久米村から移住した士族の出身なので，仲村渠の
在来の方言とは多少違いがあるかもしれない。
　⑰1モーラ・2　一e　一一うの場合を通じて，単独の場合は型の区溺の意識が少
く，平板型の語も下降型に発音されることがある。
　⑱助詞が付いた時には型の区別がない。単独の場合も，型の区鯛の意識が
あいまいである。おおむね平板に近く発音される。
　⑲おおむね平板に発音される。
　⑳平板にも，時に助詞の部分だけ低くも発音される。
　⑳　大川方喬のアクセントは登野城方需のそれに近いので，後者のみをあげ
る。
　㊧　この方書は強い呼気のための無声化がはなはだしい。時に1～2音節の
語が全く声を伴なわずに発音される。また，⑳⑳の被調査者，石面・森田・前
仲の3氏の発音によれば「歯」は「1音節名詞」1～3類の型よりもさらに低
い。また前仲氏は「規」をゼ歯」と同じく低く発音する。
　㊧　久部良方欝のアクセントは祖納方言のそれにほぼ等しいので，後者のみ
をあげる。高平調に記した形は末尾の部分がやや上昇する傾向を有する。
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、4　結　び
　調査地点数。調査語数とも充分でないのでいまだ不明な点がはなはだ多い。
結びとしては次の点を指摘するにとどめる。
　第1に，「1・2音半名詞」の1類と2類とが区別される方言にはいまのとこ
ろ出会っていない。
　第2に，　「2音節名詞」の4類と5類との甲子が保存されていると認められ
る方言もいまのところ見当らない。
　そしてこの4・5類名詞は，ことに沖縄本島およびその属島の諸方書でやや
複雑な様桐を示している。沖縄本島と属島の諸方書について4・5類の語を層
群して見ると，
　まず，終始3類と行動を共にする「雨」ド汗」などの語がある。（これは置型
の方言にも共通）。次に，第1音節が長音化する場合としない場合とがある。
これは方言により異なり，長音化の傾向は⑩～⑭，⑯，⑱などで強く，国頭の
請方言では少いらしい。そして，長音化しない場合には，1・2・3類と別の型
を取る場合（国頭にはそのような語が多く，それ以外では少い）と，1・2類
型か3類型のいずれかへ移行（多くは3類へ）している場合とがある。これら
の事情および長音化の原因などについては，今後，調査語と地点とをふやして
調べて行けば次第に全貌が明らかになろう。
　第3に，琉球諸方書のアクセントの型の区励のしかたは，内地：方響中，九州
諸方言のそれに近い。1～Wそれぞれは九州の各種の型の区別のしかたとの類
似を思わせる。しかし，琉球・九州両方書が，それぞれにもつ個朋的な特色
（アクセント以外の）の大きさから考えて，両方言中の特定方需同志の関係を
求めることには無理があり過ぎる。今後，琉球諸方書についての資料をふやし
て行けば，1～IV相互の関係や，九州諸方雷との関係もはっきりして来るであ
ろう。
　〔付　記〕
　掲げた資料の中には，不満足な観察しか行えなかったために，私にとってやや自信の
ないものもいくつかある。それは，観察に充分な時間をかけていないからでもあるが，
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そのほかに，被調査者自身のもつ方雷の「ゆれ」にもよっている。
　沖縄本島（およびその属島）の諸方奮についてはことにそうで，若い被調査者の方雷
はいずれも那覇方言や標準語の影響下にあり，ために，音声・アクセントについても自
僑のない報告しかえられない場合がはなはだ多かった。沖縄本島では，新しい世代の闘
に標準語と那覇方諦こ強く影響された「沖縄共通方言」が生まれつつあるのであろう。
（奄美や先島の場合はさほどではない。）
　そのような被調査養による資料をもこの報告に含めたのは，；大よその傾向を知るため
にはそれでも役に立つだろうと考えたからである。しかしそれらについては，年長看を
被調査者として改めて臨地調査する機会をえたいと思う。
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